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ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
「選択的夫婦別姓」

　夫婦別姓での婚姻が認められないため、望まぬ改姓、事実婚、通称使用などによる不利益・不都合を強いられる人が多数
存在し、別姓実現を裁判に求めている人々もいます。氏名権は個人の権利であり、男女平等と基本的人権を掲げた憲法に基
づく社会制度の確立のため選択的夫婦別姓を認める法整備が必要です。婚姻の際の氏についての法制度を大別すると、英米
法では何の規制もなく個人の自由に委ねています。ドイツ民法を輸入した日本・トルコ等では、かつては夫婦同姓が強要さ
れましたが、ドイツを含め法改正された結果、別姓を選択することが認められ、苗字の選択の狭い日本は特例となっています。

今月のキーワード今月のキーワード
「基本給」

　時間外勤務手当、通勤手当（交通費）、住居手当などといった諸手当を除いた、給料のベース（基本）となる金額のこと
です。毎月支払われる給料のほかに、期末・勤勉手当（賞与）や退職手当なども基本給から算出されます。そのため、基本
給は生涯賃金に大きな影響をもたらすものであり、重要なものです。逆に、諸手当を含め、所得税などの各税金も差し引
き、実際に手にする給料のことを「手取り（てどり）」や「手取り給」と呼ばれています。公務員の場合、人事院の給与勧
告が各自治体の給与に多大な影響を与えています。

件
職
務
命
令
に
よ
り
、
本
件
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
義
務
付

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
正
確
な

回
答
を
し
な
け
れ
ば
懲
戒
処
分

の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
が
明

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
回
答
す

る
か
否
か
の
心
理
的
葛
藤
が
生

じ
、
回
答
し
た
者
も
、
回
答
し

な
か
っ
た
者
も
い
ず
れ
も
精
神

的
苦
痛
を
被
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
」と
断
定
し
て
い
ま
す
。

　

判
決
は
、
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
労
働

基
本
権
を
明
確
に
侵
害
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
、
違
法

な
公
権
力
の
行
使
と
認
め
た
画

期
的
判
決
で
す
。

問
が
行
わ
れ
、
原
告
の
５
人
が

当
時
の
実
態
や
職
場
の
状
況
な

ど
を
語
り
ま
し
た
。
結
審
と
な

っ
た
今
年
１
月
19
日
に
は
原
告

団
長
が
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。
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判
決
は
、「
市
長
は
、
そ
の

地
位
に
基
づ
き
、
被
告
の
職
員

に
対
し
、
職
務
命
令
を
発
出
す

る
権
限
を
有
し
て
い
る
が
、
い

か
な
る
内
容
の
職
務
命
令
で
あ

っ
て
も
発
出
で
き
る
も
の
で
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

そ
の
発
出
に
際
し
、
職
員
に
違

法
行
為
を
さ
せ
た
り
、
職
員
の

権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
る
職
務
上
の
注
意
義

務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
べ

き
」
と
し
、「
原
告
ら
は
、
本
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２
０
１
２
年
２
月
、
橋
下
大

阪
市
長
は
、
労
働
組
合
活
動
へ

の
参
加
の
有
無
、
特
定
の
政
治

家
の
応
援
の
有
無
、誘
っ
た
人
、

誘
わ
れ
た
場
所
な
ど
の
回
答
を

「
職
務
命
令
」
で
強
制
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
阪
市
労
組
の
組
合
員
は
、
内

容
の
ひ
ど
さ
と
、「
処
分
」
の

間
で
悩
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
59
人
（
別
項
「
ス
タ
ン
ダ
ッ

プ
」
で
１
人
づ
つ
紹
介
中
）
が

立
ち
上
が
り
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
思
想
調
査
で
あ
り
違
法
だ

と
し
て
裁
判
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

昨
年
11
月
17
日
に
は
証
人
尋

憲
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「思想調査アンケート」は違法

永谷孝代原告団長からは、支援のお礼と、改めて市民
のための大阪市をめざしていく決意が語られました

決起集会には850人が集まり、たたかう決意を固めた

５月17日に大阪市の廃止を問う「住民投票」実施が決定。
府立労働センター大ホールに800人以上が集う

　

３
月
30
日
午
後
１
時
10
分
、
大
阪
地
方
裁
判
所
第
８
０
９
号
法
廷
で
、
判
決
主
文
が
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。「
被
告
は
、
原
告
ら
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
０
円
を
支
払
え（
以
下
略
）」。

橋
下
大
阪
市
長
に
よ
る
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
が
違
法
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
瞬
間
で
し

た
。
弁
護
団
・
原
告
団
は
、
裁
判
所
前
で
「
勝
訴
」・「
橋
下
市
長
を
断
罪
！
」・「
思
想
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
は
違
法
！
」
と
書
い
た
旗
を
支
援
者
の
前
に
掲
げ
ま
し
た
。
裁
判
所
南
側
で
待
機
し

て
い
た
大
阪
自
治
労
連
各
単
組
や
多
く
の
支
援
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。
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　３・12全国統一行動がとりくま
れ、前日の衛都連統一春闘交渉に続
き、各単組で早朝門前宣伝、職場集
会などの行動がとりくまれました。
　大阪市内では３か所の早朝宣伝で
スタート。ランチタイムデモでは、
婦人部の菜の花行動を先頭に「大幅
賃上げを勝ち取ろう」「憲法を守
れ」と元気よく御堂筋を行進し、沿
道の働く仲間の注目を集めました。

大阪市役所前で開催された春闘決起
集会には単組の仲間もかけつけ、官
民力を合わせて春闘を力強くたたか
おうと決意を固め合いました。
　医療部会は、午前中にナースウェ
ーブとして医労連や民医連の仲間と
ともに、大阪府などへ、医療従事労
働者の労働条件や賃金の向上を要求
しました。

３月19日

広
が
る
連
帯
・
共
同
の
力

広
が
る
連
帯
・
共
同
の
力

い
と
「
あ
か
ん
！
カ
ジ
ノ
女
性

ア
ピ
ー
ル
」
呼
び
か
け
人
の
佐

々
木
唯
さ
ん
、
東
京
都
特
別
区

制
度
を
真
似
て
も
大
阪
は
悪
く

な
る
だ
け
と
東
京
自
治
労
連
書

記
長
の
喜
入
肇
さ
ん
、
反
維
新

４
会
派
共
同
を
粘
り
強
く
す
す

め
る
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団

の
北
山
良
三
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
力
強
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

「
棄
権
は
危
険
」

投
票
に
行
っ
て

「
反
対
」
の
意
思
表
示
を

　

冨
田
宏
治
さ
ん
（
関
西
学
院

大
学
法
学
部
教
授
）
の
講
演
で

は
、「
大
阪
市
解
体
後
に
残
る

の
は
、
権
限
も
財
源
も
貧
弱
な

特
別
区
５
つ
だ
け
。『
橋
下
き

ら
い
や
』『
わ
か
ら
な
い
』
と

言
っ
て
棄
権
す
れ
ば
橋
下
の
思

う
ツ
ボ
」
と
、
住
民
投
票
に
行

っ
て
意
思
表
示
す
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

嶋
三
夫
さ
ん
か
ら
、「
区
医
師

会
と
し
て
『
都
構
想
』
反
対
の

決
議
を
あ
げ
た
」
と
紹
介
。
ま

た
「
府
民
の
ち
か
ら
２
０
１

５
」
呼
び
掛
け
人
の
旭
堂
南
陵

さ
ん
か
ら
は
、「『
都
構
想
』
を

や
れ
ば
、
税
の
半
分
も
住
民
の

た
め
に
使
わ
れ
な
い
」
と
連
帯

の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
上
野
和
明
府
会

議
員
（
民
主
党
）、
北
山
良
三

議
員
団
長
を
は
じ
め
と
し
た
共

産
党
大
阪
市
会
議
員
団
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
竹
山

（
堺
）、
信
貴
（
岸
和
田
）、
田

中
（
八
尾
）、
淺
利
（
豊
中
）

各
市
長
、「
都
構
想
」
反
対
の

運
動
を
す
す
め
る
各
団
体
代
表

の
参
加
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
、
共
同
の
広
が
り
が
感
じ

取
れ
ま
し
た
。

　

「
維
新
政
治
ア
カ
ン
」
の
立

場
か
ら
、
大
阪
の
教
育
が
危
な

い
と
元
大
阪
府
小
学
校
長
会
会

長
の
西
林
幸
三
郎
さ
ん
、
カ
ジ

ノ
で
大
阪
の
活
性
化
は
許
せ
な

住
民
投
票
に
勝
利
し
て

維
新
政
治
に
と
ど
め
を

　

主
催
者
挨
拶
で
川
本
幹
子

「
明
る
い
会
」
代
表
常
任
幹
事

（
新
日
本
婦
人
の
会
大
阪
府
本

部
会
長
）
は
、「
沖
縄
の
勝
利

は
全
国
に
民
主
主
義
の
品
格
を

示
し
た
。
今
度
は
大
阪
の
番
」

と
奮
闘
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

住
之
江
区
医
師
会
会
長
の
松


